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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　感覚神経系は外界を脳内に再構成するシステムである。すなわち、外界に存在する刺激対象から特徴を抽出し個々の特徴を神経細胞の活動パターンに変換し、その神経細胞の活動パターンを読み出すことで抽出された個々の特徴を統合し、脳内に刺激対象のイメージを作りだす。
　感覚神経系の一つである嗅覚系は、浮遊している化学物質を生物が感知するシステムである。
　匂い情報は嗅神経細胞で受け取られた後、嗅球内において情報処理され、嗅皮質へ伝えられる。しかし、嗅球から嗅皮質への匂い情報伝達のメカニズムについての知見は極めて希薄であった。そこで、本研究では、遺伝学的方法を用いて、嗅球−嗅皮質間神経回路の可視化を試みた。
1. 嗅皮質から嗅球への逆行性トレーシング
　嗅結節に遺伝学的逆行性シナプス間トレーサーAP-TTC（アルカリホファターゼーテタヌストキシンC）を発現するトランスジェニックマウスの作成に成功した。しかしながら、嗅球の詳細な解析にもかかわらず嗅結節から逆行性にトレースされたシグナルを認めなかった。従い、下記の方法を試みることとした。
2. 嗅球投射神経細胞の遺伝学的マーキング
　逆行性トレーサーでは、嗅球−嗅結節間神経回路を可視化することができなかったので、サブポピュレイションの嗅球投射神経細胞を可視化することにより、嗅球−嗅皮質間神経回路を明らかにすることとした。嗅球投射神経細胞での遺伝子の発現を制御することのできるプロモーター配列は未知であったため、まず、第一に、嗅球投射神経細胞での遺伝子の発現を制御することのできるプロモーター配列を同定・単離することを行った。嗅球投射神経細胞に極めて優位に分布するプロトカドヘリン２１(Pcdh21)に着目し、その遺伝子上流域約10ｋｂを用いてトランスジェニックマウスを作成した。その結果、Pcdh21遺伝子の上流約10kbのゲノムフラグメントが嗅球投射神経細胞での遺伝子の発現に必要なプロモーター／エンハンサー活性を持つことを明らかにした。現在、このプロモーターを用いて、サブポピュレイションの嗅球投射神経細胞の可視化できるマウスを作成中である。
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	欧文概要　ＥＺ
     Olfactory information is conveyed from the periphery to the olfactory cortices through mitral and tufted (M/T) cells in the olfactory bulb.  A mouse with a specific expression of Cre recombinase in M/T cells is essential for genetic marking of M/T cells and manipulating their properties.  Protocadherin 21 (Pcdh21) expression is highly restricted to M/T cells.  Here we report a transgenic mouse line, Pcdh21-Cre, in which ~10-kb mouse Pcdh21 promoter drives the expression of Cre recombinase.  In Pcdh21-Cre mice, Cre recombinase activity is highly predominantly detected in M/T cells, visualized with the anti-CFP immunostaining in offsprings of a cross between Pcdh21-Cre and the reporter Rosa26-loxP-stop-loxP-CFP strain.  These results demonstrate that the ~10-kb Pcdh21 promoter can drive transcription in M/T cells and Pcdh21-Cre mice can be used to excise floxed DNA fragments in M/T cells, which provides a valuable tool to reveal the structure and function of the central olfactory circuits.  
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